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刑
事
訴
訟
法
第
二
百
三
十
九
条
第
二
項
「
公
務
員
の
告
発
義
務
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

二
〇
二
〇
年
六
月
九
日
の
予
算
委
員
会
質
疑
で
森
法
務
大
臣
は
、
賭
け
マ
ー
ジ
ャ
ン
に
つ
い
て
「
刑
法
の
賭
博
罪
が
成
立
し

得
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
。 

 

令
和
二
年
五
月
二
十
一
日
法
務
省
作
成
の
「
黒
川
弘
務
東
京
高
等
検
察
庁
検
事
長
に
関
す
る
記
事
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
」

に
は
、
黒
川
弘
務
前
検
事
長
が
「
金
銭
を
賭
け
て
麻
雀
を
行
っ
て
い
た
事
実
が
認
め
ら
れ
た
。
」
「
い
わ
ゆ
る
点
ピ
ン
（
千
点

を
百
円
換
算
と
す
る
も
の
）
と
呼
ば
れ
る
レ
ー
ト
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
参
加
し
た
者
の
間
で
、
一
万
円
か
ら
二
万

円
程
度
の
現
金
の
や
り
取
り
が
な
さ
れ
て
い
た
。
」
と
す
る
調
査
結
果
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
令
和
二
年
五
月
二
十
一
日

法
務
省
作
成
の
「
黒
川
弘
務
東
京
高
等
検
察
庁
検
事
長
の
職
責
に
つ
い
て
の
検
討
結
果
」
に
は
、
「
東
京
都
内
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
、
記
者
Ａ
、
記
者
Ｂ
及
び
記
者
Ｃ
と
金
銭
を
賭
け
た
麻
雀
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
」
「
黒
川
検
事
長
に
よ
る
前
記
行

為
は
、
誠
に
不
適
切
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
上
記
二
枚
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
政
務
三
役
に
加

え
、
事
務
次
官
、
官
房
長
、
秘
書
課
長
、
人
事
課
長
、
刑
事
局
長
、
総
務
課
長
の
決
裁
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。 

 

刑
事
訴
訟
法
第
二
百
三
十
九
条
第
二
項
に
よ
れ
ば
「
官
吏
又
は
公
吏
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
に
よ
り
犯
罪
が
あ
る
と
思

料
す
る
と
き
は
、
告
発
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
な
っ
て
い
る
。 



 

２ 

 

 
黒
川
氏
に
つ
い
て
調
査
し
た
法
務
省
の
職
員
は
、
犯
罪
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
の
だ
か
ら
、
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
三
十
九

条
第
二
項
に
よ
り
、
告
発
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
職
務
上
の
義
務
を
負
う
。 

 

以
下
質
問
す
る
。 

一 

刑
事
訴
訟
法
第
二
百
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
つ
い
て 

 

１ 

過
去
の
政
府
見
解
で
は
「
こ
れ
は
一
般
的
な
規
定
に
な
り
ま
す
が
、
委
員
御
案
内
の
と
お
り
、
刑
訴
法
の
二
百
三
十
九

条
と
い
う
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
刑
訴
法
二
百
三
十
九
条
に
は
、
個
々
の
隊
員
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ

れ
は
『
官
吏
又
は
公
吏
』
と
い
う
書
き
方
を
し
て
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
自
衛
官
に
も
当
て
は
め
て
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
個
々
の
隊
員
に
つ
い
て
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
に
よ
り
犯
罪
が
あ
る
と
思
料
す
る
と

き
は
告
発
を
行
う
義
務
と
い
う
も
の
が
課
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
義
務
規
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」

（
石
破
大
臣
、
衆
議
院
武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
委
員
会
、
平
成
十
六
年
五
月
十
二
日
）
と
な
っ
て
い

る
。
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
は
義
務
規
定
で
あ
る
と
い
う
政
府
見
解
に
変
わ
り
は
な
い
か
。 

 

２ 

過
去
の
政
府
見
解
で
は
「
一
般
論
と
し
て
申
し
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
正
当
な
理
由
な
く
刑
事
訴
訟
法
第
二

百
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
懲
戒
処
分
の
対
象
と
な
り
得
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
」



 

３ 

 

（
須
田
政
府
参
考
人
、
衆
議
院
内
閣
委
員
会
、
平
成
十
七
年
二
月
二
十
三
日
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
政
府
見
解
に
変
わ

り
は
な
い
か
。 

 

３ 

法
務
省
事
務
次
官
、
官
房
長
、
秘
書
課
長
、
人
事
課
長
、
刑
事
局
長
、
総
務
課
長
は
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
三
十
九
条
第

二
項
「
官
吏
又
は
公
吏
」
に
該
当
す
る
か
。
該
当
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

４ 

法
務
省
事
務
次
官
、
官
房
長
、
秘
書
課
長
、
人
事
課
長
、
刑
事
局
長
、
総
務
課
長
、
お
よ
び
検
事
総
長
は
刑
事
訴
訟
法

第
二
百
三
十
九
条
第
二
項
「
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
に
よ
り
犯
罪
が
あ
る
と
思
料
す
る
と
き
」
は
、
告
発
義
務
を
負
う

か
。 

 

５ 

法
務
省
事
務
次
官
、
官
房
長
、
秘
書
課
長
、
人
事
課
長
、
刑
事
局
長
、
総
務
課
長
が
正
当
な
理
由
な
く
刑
事
訴
訟
法
第

二
百
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
懲
戒
処
分
の
対
象
と
な
り
得
る
か
。 

二 

黒
川
前
検
事
長
が
賭
け
マ
ー
ジ
ャ
ン
に
よ
り
訓
告
処
分
を
受
け
た
案
件
（
以
下
「
本
件
」
と
す
る
）
に
つ
い
て 

 

１ 

法
務
省
事
務
次
官
、
官
房
長
、
秘
書
課
長
、
人
事
課
長
、
刑
事
局
長
、
総
務
課
長
は
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
三
十
九
条
第

二
項
に
の
っ
と
り
黒
川
前
検
事
長
を
告
発
し
た
事
実
は
あ
る
か
。 

 

２ 

法
務
省
事
務
次
官
、
官
房
長
、
秘
書
課
長
、
人
事
課
長
、
刑
事
局
長
、
総
務
課
長
は
本
件
に
つ
い
て
告
発
義
務
を
負
う



 

４ 

 

か
。
負
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

３ 
法
務
省
事
務
次
官
、
官
房
長
、
秘
書
課
長
、
人
事
課
長
、
刑
事
局
長
、
総
務
課
長
は
本
件
に
つ
い
て
告
発
を
行
わ
な
い

場
合
に
懲
戒
処
分
の
対
象
と
な
り
得
る
か
。
な
り
得
な
い
場
合
は
「
正
当
な
理
由
」
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


